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ヤングケアラーとは

「ヤングケアラー」とは、本来大人が担うと想定されている家事や家族の世話などを日常的に行っているこどものこと。
責任や負担の重さにより、学業や友人関係などに影響が出てしまうことがあります。
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多機関・多職種連携によるヤングケアラー支援マニュアル～ケアを担う子どもを地域で支えるために～

○ 家族が抱える課題が複雑で複合化しやすい現状において、ヤングケアラーを早期に発見して支援につなぐためには、
福祉、介護、医療、教育等に係る関係機関・団体が個別に機能するだけではなく、お互いの業務を理解した上で連携
して取り組むことが重要。

○ 全国の自治体や、関係機関等に所属する専門職を対象としたアンケート調査で支援の取組事例などを収集し、ヤング
ケアラー発見の着眼点や連携して行う支援の内容をマニュアルにまとめ、地方自治体へ周知。

第１章 マニュアルの目的及び使い方
第２章 ヤングケアラーに関する基本事項
第３章 連携して行う支援のポイント
第４章 支援の基盤づくり
第５章 付録（アセスメントシート例、多機関連携チェックリスト等）

マニュアルの構成

マニュアルの対象

○ ヤングケアラーへの支援を行う自治体担当者及

びすべての支援機関及び支援者（児童福祉、学

校、保健・福祉・医療、地域関係者等）

○ マニュアルの章立ては以下の通り。

○ 第３章ではヤングケアラー支援の一般的な流れ
を示した上で、流れに沿って支援のポイントを
解説している。

○ 本マニュアルは、支援開始から切れ目なく、また、

対象者の負担を極力減らし、支援が包括的に行わ

れることを目指し、支援に従事する方々の日々の

活動の一助になることを目的としている。

マニュアルの目的
▼マニュアルに掲載した内容例

図表７：ヤングケアラー支援の一般的なフロー
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マニュアルでは、このフローに沿っ

て多機関・多職種により連携し

て行う支援のポイントを掲載し

ている。また、巻末付録には、フ

ローに沿った具体的な事例

（仮想）を掲載している。

令和３年度子ども・子育て支援推進調査研究事業 実施：有限責任監査法人トーマツ
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多機関・多職種連携によるヤングケアラー支援マニュアル～ケアを担う子どもを地域で支えるために～

マニュアルにおいて、ヤングケアラー支援に関係する主な専門職の一つに保健師も挙げられ、例えば、
○ 保健師による家庭訪問時に家族の介護・介助をしている子どもの姿を見かけるなど、その業務においてヤングケア

ラーの発見・把握の入口となること
○ 保健センターや保健所、地域包括支援センターでの業務のなかで、高齢者への健康支援や学校と連携したメンタルヘ

ルスリテラシー教育を行う際などに、ヤングケアラーになりうる家庭に気づき、予防的に支援することができること
などが盛り込まれている。
 

ヤングケアラー支援の保健師に係わる記述（抜粋）

▼ヤングケアラー支援に関係する専門職の役割の一般例（保健師）

令和３年度子ども・子育て支援推進調査研究事業 実施：有限責任監査法人トーマツ

▼ヤングケアラーではないか？と気づくきっかけの例
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○ ガイドブックの章立ては以下の通り。

第１章 はじめに

第２章 各種ツールの使い方

第３章 支援へのつなぎ方

第４章 こども向けガイド

（その他、巻末資料としてQA及び付録(主要参考文献等)あり）

第１章 はじめに（概要）

1.1 ヤングケアラーとは

1.2 ヤングケアラー支援を検討する際に求められる情報

1.3 各種ツールの全体像及び目的

1.4 ヤングケアラー支援における各種ツールの必要性

1.5 各種ツール利用の流れ（活用例）

○ 第１章は以下の構成。

【1.3 各種ツールの全体像及び目的】の要旨

➢ 本事業で作成した各種ツールはYCへの気づきを促す「YC気づきツー

ル」とYCに気付いた後に、こどもとの信頼関係を構築するための会

話の視点を示す「YCアセスメントツール」の２階建て構造。なお、

「YC気づきツール」はこどもとの関わりの程度に応じて活用できるよう

「こども向け」、「大人向け」の２種類がある。

➢ 支援につなげることありきではなく、「こどもの話を、こどもを主役として

聞いてくれる大人がいる」環境を作ることを目的としている。

【1.2 ヤングケアラー支援を検討する際に求められる情報】の要旨

➢ YCであるこどもが抱える問題は、家族が抱える様々な課題が関

係し合い、複合化しやすいという特徴があるため、こどものみなら

ず、家族全体を捉える視点が重要。

➢ 本事業で作成した各種ツールは、こどもが担う家庭内の役割や、

それを担うことに関するこどもの気持ちを確認し、こどもに寄り添う

ことを重視して作成したもの。
○ 第１章では、上記の他、ヤングケアラーの捉え方、各種ツールがなぜ

必要だと考えられるのか、活用例などを紹介している 。

▼各種ツールの全体像

ガイドブックの構成

ガイドブック（本誌）

YCアセスメントツール

YC気づきツール
（こども向け）

YC気づきツール
（大人向け）

こどもの状況に

早めに気づけるようにする

信頼関係の構築を目指す

（必要に応じ、支援につなげる）

「こどもの話を、こどもを主役として聞いてくれる大人がいる」環境を作る

ヤングケアラー支援のためのアセスメントツール
令和４年度子ども・子育て支援推進調査研究事業 実施：有限責任監査法人トーマツ
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2.1 各種ツール使用時に必ず守ってほしいこと

2.2 ヤングケアラー気づきツール（こども向け）の使い方

○ 第２章は以下の構成。

第２章 各種ツールの使い方

2.3 ヤングケアラー気づきツール（大人向け）の使い方

2.4 ヤングケアラーアセスメントツールの使い方

○ 2.2～2.4では、各種ツールの使い方を紹介。各種ツールの目的、使用場面例及び各種ツールにおける確認の視点・項目別ガイド、活用後の流れな

どを掲載している。

≪ヤングケアラー気づきツール（こども向け）≫ ≪ヤングケアラー気づきツール（大人向け）≫

目的 ◼ こども本人との接点の中で、YC支援が必要となる可能性を確認する視
点を示し、YCに早めに気づけるようにすること

◼ 家族(ケアの受け手)への支援の中で、YC支援が必要となる可能性を
確認する視点を示し、YCに早めに気づけるようにすること

使用

場面例
◼ こどもとの接点のある大人（分野問わず）がこどもとの会話の中などで
確認する

◼ （学校の場合）教育相談や定期的な相談の場面、保健室での相談
場面、ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ/ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰとの面談時、教員と養護教諭やｽ
ｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰとの共同使用 など

◼ 家族(ケアの受け手)への支援などで客観的にこどもの状態を見聞きしう
る立場の大人が確認する

◼ （医療機関の場合）入院/外来を問わず、家族から状況を聞くことが
自然な場合においては項目の表現を変えて家族に確認する など

確認の
視点

◼ こどもが行うケア等の状況、こどもの困り感、子どもの権利が守られてい
るか、心身にかかる負担の程度、子どもの孤立の状況 など

◼ こどもが行うケア等の状況、子どもの孤立の状況、子どもの権利が守ら
れているか、ケア等の影響、家族の関係性 など

項目数 ◼ ７項目（プラス５項目）※５項目は状況次第で確認 ◼ ６項目

≪ヤングケアラーアセスメントツール≫

目的 ◼ こどもと接点のある大人が、こどもとの信頼関係を構築するための会話の視点を示すこと

使用

場面例

◼ こどもとの接点のある大人（分野問わず）がこどもとの会話の中などで確認する (ｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰなどの専門職とともに活用することが望ましい場合もある)
◼ （学校の場合）教育相談や定期的な相談の場面、保健室での相談場面、ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ/ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰとの面談時、教員と養護教諭やｽｸｰﾙｿｰ
ｼｬﾙﾜｰｶｰとの共同使用 など

確認の
視点

◼ 家族の状況、こどもが行うケア等の状況、ケア等の影響、支援ニーズ

項目数 ◼ 11項目（プラス５項目）※５項目は状況次第で確認

▼各種ツールの使い方の概要

必要に応

じ、YCア

セスメント

ツールの利

用につな

げる想定

必要に応じてYC気づきツール（こ

ども向け）の利用につなげる想定

各種ツールはこどもとの関わりの程度に応じて、必要なツールを必要な時に活

用することを想定しています。そのため、大人の所属機関・部署の分野ごとで

活用するツールを限定したり、活用するタイミング、活用順序を一義的に定め

ることはしていません。各自治体の実態に応じて活用をご検討ください。
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１．事業内容

ヤングケアラー当事者のケアをしていたときの気持ちや、周りにどう接してほしいかなど
の“ほんとのきもち”を知っていただくため、女優の貫地谷しほりさんをインタビュアーに迎
え、元ヤングケアラーの方に話をお聞きしました。

ヤ ン グ ケ ア ラ ー 認 知 度 向 上 の た め の 広 報 啓 発 （ 令 和 ４ 年 度 ）

１．貫地谷しほり×元ヤングケアラー ―ヤングケアラー「ほんとのきもち」― のコンテンツ配信

ヤングケアラーとは、本来大人が担うと想定されている家事や家族の世話などを日常的に行っているこどものこ
と。責任や負担の重さにより、学業や友人関係などに影響が出てしまうことがあります。
こども家庭庁では、2022年度から2024年度をヤングケアラー認知度向上の「集中取組期間」とし、ヤングケア

ラーに関して、わかりやすく、広く関心を集めるような広報・啓発活動を実施します。

２．ヤングケアラー「オンライン交流イベント」の開催

３．レコメン！シェアリング ～ 学ぼうヤングケアラー ～ の動画配信

４．その他の取組

PR版（41秒） 本編（21分32秒） Web記事

オンライン交流イベントは、ヤングケアラーの経験談や周りの方の寄り添い方を、有識
者・支援者・当事者と深掘りする第１部、ヤングケアラー同士が交流し、現状について気兼
ねなく話し合い、各種サポートやコミュニティを知る第２部及び第３部の構成で開催。

・開催日 令和５年２月４日（土）14：00～16：30

特設サイト

文化放送のラジオ番組「レコメン！」とのタイアップ企画。芸人のオテンキのりさ
んがパーソナリティを務め、元ヤングケアラーでもある教育系YouTuberの葉一さん、
一般社団法人ヤングケアラー協会代表理事の宮崎成悟さんが参加してその苦労や孤立
してしまいがちな心理状態など、経験者ならではの思いを語ってくれました。

特設サイト

その他にも各種広報・啓発活動に取り組んでいます。詳細は、こども家庭庁特設サイトをご覧下さい。 特設サイト⇒ 6
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